
 
 

（資料３） 

消防研究所における研究成果の事例 
 
 

 
 既に 1800 以上の自治体、大学、民間等が利用している。また消防庁においてもこれを※

活用し初動体制の立上げの判断を行っている。PC で簡単に操作できるのが特徴 



 
※簡易型が 1km メッシュ単位で情報を扱い、広域の被害状況の把握に適しているが、市町

村単位での利用には空間解像度が粗い。土地条件図のあるところに限られるが,30m 程度の

空間解像度の被害想定が可能で,横須賀市が導入。地域ごとに作業が必要。   



被害情報の入力

位置情報
ベクターデータ：ポイント,ライン,ポリゴンのいづれかであり、
　ラインと ポリゴンについては最高100点までで構成される.
被害データ
大項目：被害種別(「火災」、「建物被害」、「道路被害」、「崖崩れ」
　　　　　　「ガス漏れ」、「水道管」等)、
　　　　　　選択肢数は１０種類以上とする
小項目：被害内容の詳細
　　　　　　「火災」→　「住宅火災」、「文教施設」、「危険物」
　　　　　　　　　　　　　「車両」、「船舶」、「林野」　等
　　　　　　「建物被害」→「住家」、「公共建物」、「文教施設」、
　　　　　　　　　　　　　　　「ブロック塀」、「病院」、等　
　　　　　　選択肢数は各大項目毎に３項目以上とする
その他：「火災」→「焼損区分」→「全焼、半焼、部分焼、ぼや、炎上中」
　　　　　　「建物被害」→「被害程度：一部損壊,半壊,全壊」

　 数値入力項目(「死者、行方不明、重傷、軽傷」
　　　　　　　　　　　　　　　　世帯数、罹災者数等、対応済数)　　
　 チェックマーク項目(「要救急」、「要救助」等)

画像入力
　　６４０Ｘ４８０ピクセル，撮影地点,方向(16方位)

※簡単な操作で PDA（OS:WindowsCE）,PC（Windows）上で、被害情報を入力、送受信

ができる。被害項目、表などの変更も容易で,地震被害調査に限らず,様々な情報収集に用い

ることができる。但し,作業を伴う。 



 

 
※ハンズフリーで双方向通話、三者同時通話等が可能で、災害現場での活動を支援。一部

機能に関しては商品化されている。 



 
 
 
 

避難所（学校・公民館等）

市役所・消防署・警察署

政府機関や近隣自治体
通信衛星

・通信衛星

・ 光ファイバー

・長距離LAN

　（光・無線）

FiReCos による

　音声通話サービスの提供

無線ＬＡＮ装備のＰＣ接続による

　Ｗｅｂの閲覧サービスの提供　　

　　（安否情報，生活情報など）

公衆回線

被災地の外

被災地の内

地域のケーブルテレビ局など

※上：基本構成  下：長距離通信を行う場合には無線 LAN、

光ファイバーケーブル等を用いる。 



 
 
 
※「大規模でない消防本部でも利用できるように、市販のＰＣを用いて簡便かつ安価で、

しかも実用的にも計算速度や精度の上で支障がないもの」が開発コンセプト。横須賀市消

防局導入。また消防庁広域応援支援システムにおいても用いられている。 
 



火災1

火災2

火災3

火災1 火災2
火災3

消防力運用支援情報の出力
（消防力効果、必要部隊・水利など）

 
※消防力の効果を放任火災と比較、図示して分かりやすく示す。延焼シミュレー

ションの発展形で、水利データ、を用意すれば構築可能。 
 
 
 

火災１　 放任3時間後 火災１　 運用3時間後

火災２　 放任3時間後 火災２　 運用3時間後

火災１　 放任3時間後火災１　 放任3時間後 火災１　 運用3時間後火災１　 運用3時間後

火災２　 放任3時間後火災２　 放任3時間後 火災２　 運用3時間後火災２　 運用3時間後

 
※同時多発火災に対する消防力最適運用システム。消防計画策定等事前対策とし

ても利用可能。（左：4 つの火災に対する部隊運用 右：放任火災と部隊運用との

3 時間後の延焼状況の比較(一部) 

 
 
 


